
資料４ 

予約型乗合バスの車両更新について 

 

 茅ヶ崎市では、以下の理由から、予約型乗合バスについて乗客定員 9人から乗客定員 6人

への小型化を検討していきます。 

 

１．現行車（ハイエース）による負担 

 予約型乗合バスが運行している北部は、アップダウンや細い路地が多いことから、現

行車（ハイエース）による運転士への負担は大きい 

 現行車（ハイエース）は商用車であり、低床のミニバンよりも高齢者が乗り降りする

際に負担となる 

２．同時乗車人数 

 現行車（ハイエース）の乗客定員は 9人 

 令和 6年 4月～令和 7年 3月までの同時乗車人数を集計したところ、7人以上が同時

に乗り合わせた割合は 0.91％ 

 現在の同時乗車人数を考えると、必ずしも現行車（ハイエース）である必要はない 

３．その他 

 現行車（ハイエース）が修理等で使えない時は、予備車（乗客定員 6人）で対応して

おり、定員差が発生している 

 現行車（ハイエース）は人気が高い車種であるため、納車に時間がかかる 


